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更
新

の
講
義
内
容

07

日
本
語
表
現
の
多
様
さ
、
美
し
さ
を
生
か
す

―
そ
の
３(

四
種
類
の
文
字
と
融
合)

―

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

日
本
語
が
漢
字
、
カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
、
ロ
ー
マ
字
と
い
っ
た
四
種
類
の
文
字
を
使
用
し
た
書
記
言
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
時
代
を
考
え
て
み
た
い
。
「
お
ぎ
ゃ
ぁ
」
と
生
ま
れ
た
と
き
既
に
こ
の
四
種
の
文
字
が
必
然
的
に
目
の
前
に
あ
っ
た
世
代

と
そ
れ
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
を
試
行
錯
誤
し
て
い
た
日
本
語
専
門
の
教
育
に
携
わ
る
人
た
ち
の
軌
跡

を
見
つ
め
て
み
る
こ
と
で
、
実
際
の
四
種
類
の
融
合
体
表
記
の
文
章
を
今
回
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

現
代
の
日
本
語
文
字
教
育
で
最
初
に
習
得
す
る
文
字
表
記
は
、
「
ひ
ら
が
な
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
カ
タ
カ
ナ
」
、
や
が
て
「
漢

字
」
が
徐
々
に
小
出
し
に
登
場
す
る
。
小
学
校
に
上
が
る
手
前
の
六
歳
児
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
文
字
と
出
会
っ
て
い
る
の

か
と
云
え
ば
、
家
の
茶
の
間
に
置
か
れ
た
テ
レ
ビ
の
番
組
か
ら
流
れ
て
く
る
「
テ
ロ
ッ
プ
文
字
」
、
た
と
え
ば
、
天
気
予
報
で
用
い
ら

れ
る
例
に
、
「
先
月
の
日
照
時
間
観
測
史
上
最
低
」
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
「
ト
マ
ト
」
「
高
」
「
寒
」
「
梅
雨
の
は
し
り
」
「
き
ょ
う
」
「
６
月
の

天
候
」
「真
夏
の
暑
さ
」
な
ど
と
流
れ
て
く
る
情
報
内
容
の
文
字
を
眺
め
つ
つ
知
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

次
に
母
親
が
寝
し
な
に
読
み
聞
か
せ
て
く
れ
た
「
絵
本
」
も
イ
ン
パ
ク
ッ
ト
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
「
こ
れ
な
ぁ
ー
に
」
と
聞
き
つ
つ

学
習
す
る
世
界
に
も
文
字
が
当
然
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
外
出
先
で
大
き
く
書
か
れ
た
「
宣
伝
広
告
」
や
「
看
板
」
文
字
。
「
会
社
の
社
名
」
文
字
。
「
駅
名
」
文
字
な
ど
暇
が
な

い
ほ
ど
書
記
文
字
と
の
出
会
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ら
の
文
章
や
文
字
を
通
じ
て
、
日
本
人
が
身
近
な

生
活
の
う
え
で
必
要
と
す
る
「
漢
字
」
は
、
凡
そ
五
千
字
あ
る
か
な
き
か
で
あ
る
。
一
文
字
ず
つ
の
単
漢
字
と
単
漢
字
を
膠
着
さ

せ
な
が
ら
習
得
す
べ
き
語
彙
を
増
加
さ
せ
て
い
く
漢
字
学
習
の
仕
組
み
も
見
逃
せ
な
い
特
徴
と
言
え
よ
う
。
日
本
語
が
「
膠
着

語
」
と
云
う
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
。

実
際
、
現
実
と
の
突
き
合
わ
せ
の
な
か
で
「
み
ず
【
水
】
」
を
身
に
つ
け
た
と
幼
児
を
想
定
し
て
み
よ
う
。
透
き
通
っ
た
液
体
で
あ

り
、
こ
れ
が
硝
子
製
の
コ
ッ
プ
に
注
が
れ
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
て
あ
れ
ば
、
誰
も
が
瞬
間
的
に
は
こ
れ
を
「
水
」
と
判
断
す
る

で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
水
が
ア
ル
コ
ー
ル
分
の
大
量
に
含
ま
れ
た
大
人
の
飲
む
「
水
」
、
す
な
わ
ち
「
酒
」
で
あ
る
や
も
し
れ
な

い
。
母
親
が
父
の
一
日
の
慰
労
の
た
め
に
用
意
し
た
「
魔
水
」
や
も
知
れ
な
い
。
昔
か
ら
「
酒
の
異
名
」
と
し
て
、
こ
の
「
魔
水
」
や
「
き

ち
が
い
水
」
「
狂
い
水
」
な
ど
と
「
水
」
の
語
を
用
い
て
呼
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
ま
が
い
物
の
「
水
」

を
子
供
が
一
気
に
飲
み
干
し
た
り
し
た
ら
重
大
事
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

h
ttp

:/
/w

w
w
.alp

ha-
n
et.n

e.jp/
u
sers2

/n
ego

toya

/im
yo
u
.h
tm

#h
o
m
e

ま
た
、
子
供
た
ち
が
大
好
き
な
「
あ
め
【
飴
】
」
が
こ
の
「
水
」
と
い
う
こ
と
ば
に
絡
ん
で
「
み
ず
あ
め
【
水
飴
】
」
と
い
う
異
な
る
「
飴
」

製
品
に
も
な
る
。
『
一
休
頓
智
咄
』
〔
江
戸
時
代
成
〕
→
「
一
休
さ
ん
」
〔
日
本
語
版
→
中
国
版
「
〓
〔
耳
＋
粭
〕
明
的
一
休

国
惨
片

茅
」
〕
で
は
な
い
が
、
和
尚
さ
ん
が
日
頃
大
事
に
賞
翫
し
て
い
た
壺
の
「
水
飴
」
を
一
休
を
は
じ
め
と
す
る
寺
の
小
僧
さ
ん
た
ち
が
悉

く
留
守
中
に
舐
め
て
し
ま
う
と
い
う
頓
智
咄
が
頭
を
よ
ぎ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

http
:/
/
w
w
w
.you

tu
be.com

/
w
atch

?v=
6
vp9

n
K
x5Z

rs&
featu

re=related

逆
に
泥
だ
ら
け
の
ど
ろ
ど
ろ
と
し
た
「
水
」
を
「
ど
ろ
み
ず
【
泥
水
】
」
と
し
て
、
口
に
す
べ
き
で
な
い
「
濁
り
水
」
〔
無
濾
過
水
〕
が
あ

る
こ
と
も
知
る
。
即
ち
、

甘
い
水

冷
た
い
水

飲
め
る
水

苦
い
水

生
温
い
水

鹽
っ
ぱ
い
水



有
毒
な
水

飲
め
な
い
水

無
毒
な
水

さ
ら
に
、
こ
と
わ
ざ
に
云
う
と
こ
ろ
の
「
寒
中
の
水
を
飲
め
ば
風
邪
引
か
ぬ
」
式
の
用
い
方
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

角
川
『類
語
国
語
辞
典
』に
も
と
め
る

自
然
・
社
会
・
文
化
と
い
っ
た
三
つ
の
概
念
を
人
で
あ
る
自
身
の
な
か
で
構
築
し
て
い
く
準
備
段
階
に
あ
っ
て
、
人
は
人
か
ら
そ
の

書
記
情
報
を
す
か
さ
ず
読
み
解
き
、
情
報
の
要
項
を
手
に
し
、
事
物
の
中
味
を
習
得
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

「
自
然
」
「
社
会
」
「
文
化
」
と
い
う
三
つ
の
言
語
概
念
に
順
っ
て
、
人
で
あ
る
自
己
を
中
心
に
し
て
そ
の
こ
と
ば
の
習
得
を
図
っ
て
い

く
。
た
と
え
ば
、

「
自
然
」
…
天
象
・
地
儀
・
時
節
・
動
物
・
植
物
・
昆
虫
・
魚
介

「
社
会
」…
人
倫
・
人
名
・
態
藝
・
官
職

「
文
化
」
…
財
寳
（＝
器
財
）
・
色
彩
・
衣
服
・
飲
食
・
言
語
・
数
量

と
い
っ
た
具
合
に
で
あ
る
。

こ
の
分
類
仕
立
て
の
辞
典
の
始
ま
り
は
、
中
国
の
漢
代
に
成
立
し
た
と
い
う
『
爾
雅
』
〔
神
宮
文
庫
所
蔵
、
南
北
朝
刊
〕に
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
邦
で
も
天
象
部
か
ら
は
じ
ま
る
源
順
撰
『
倭
名
類
聚
鈔
』
〔
承
平
四
年
（
九
三
四
）
〕
、
橘
忠
兼
撰
『
色
葉
字
類

抄
』
〔
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
～
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
〕
、
東
麓
破
衲
編
『
下
學
集
』
〔
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
〕
、
『
節
用
集
』

〔
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）
頃
〕
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
『
爾
雅
』は
、
「
人
」か
ら
始
ま
り
、
「
動
物
＝
蓄
類
」で
終
わ
る
。

こ
れ
を
現
代
分
類
に
改
編
す
る
と
、

Ａ

人
間

１
か
ら
だ

２
衣
食

３
住
居
、
輸
送

４
産
業
、
経
済

５
社
会
生
活

６
精
神
活
動

７
表
現
、
伝
達

Ｂ

自
然

８
生
物
と
事
物

９
現
象

空
間

時
間

順
序
・
量
・
質

存
在
と
関
係

10

11

12

13

と
な
っ
て
い
く
。

《
補
遺
》『
下
學
集
』
の
意
義
分
類

①
天
地
門
②
時
候
門
③
神
祇
門
④
人
名
門
⑤
人
倫
門
⑥
態
藝
門
⑦
禽
獣
門
⑧
草
木
門
⑨
器
財
門
⑩
光
彩
門
⑪
絹
布
門
⑫

数
量
門
⑬
言
語
門
か
ら
成
る
。

漢
字
語

日
本
人
は
、
人
に
名
を
つ
け
る
、
す
な
わ
ち
「
命
名
」
を
す
る
と
き
に
多
く
は
、
漢
字
で
名
前
を
表
記
す
る
。
た
と
え
ば
、
山
口

仲
美
さ
ん
の
著
『
日
本
語
の
歴
史
』
の
「
日
本
語
を
い
つ
く
し
む
」
〔
岩
波
新
書

頁
〕
の
な
か
で
、
「
暫
く
前
に
、
私
は
日
本
人
の
赤

214

ち
ゃ
ん
の
名
前
の
調
査
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
キ
な
字
面
な
の
で
す
が
、
ど
う
に
も
読
め
な
い
名
前
が
多
く
て
ま

い
り
ま
し
た
。
次
に
そ
の
一
例
を
か
か
げ
ま
す
か
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
」
と
し
て
、
次
の
漢
字
表
記
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

星
凜

栞
妃

清
楓

聖
瑛

明
良
向

風
空
土

葵
玲

和
奏

風
水

こ
れ
を
順
に
「
あ
か
り
」
「
れ
ん
り
」
「
さ
や
か
」
「
あ
き
ら
」
「
あ
ら
し
」
「
ふ
あ
ど
」
「
き
り
ん
」
「
わ
か
な
」
「
か
ず
い
」
と
読
ま
せ
、
「
も
の



す
ご
く
綺
麗
な
字
面
で
す
。
で
も
、
フ
リ
ガ
ナ
が
な
い
か
ぎ
り
よ
め
ま
せ
ん
。
本
人
も
、
恐
ら
く
こ
れ
か
ら
何
百
回
も
自
分
の
名
前

の
読
み
方
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
か
な
り
苦
痛
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
山
口
仲
美
さ
ん
は
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。
人
名
と
同
じ
よ
う
に
、
姓
名
も
難
解
な
も
の
が
あ
る
。

《
補
遺
》
稀
姓
名
の
漢
字

①
【
笛
吹
】
「
う
す
い
」
。
②
【
】
「
」。
③
【
】
「
」
。
④
【
】
「」
。
⑤
【
】
「
」
。
⑥
【
】
「
」。
⑦
【
】
「
」
。
⑧
【
】
「」
。
⑨
【
】
「
」
。
⑩
【
】
「」
。

如
何
か
な
。
自
ら
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
あ
な
た
が
知
っ
て
い
る
「稀
姓
名
」を
書
き
出
し
て
み
よ
う
！

ひ
ら
が
な
語

〈
同
音
異
義
語
〉

「き
し
ゃ
の
き
し
ゃ
が
き
し
ゃ
で
き
し
ゃ
し
た
」

「に
わ
に
は
に
わ
に
わ
と
り
が
い
る
」

カ
タ
カ
ナ
語

こ
と
ば
の
コ
ラ
ム

「
カ
タ
カ
ナ
」
テ
ス
ト
〔
二
〇
問
〕

h
ttp

:/
/w

w
w
.start-

po
in
t.n

et/
katakan

a/

『
カ
タ
カ
ナ
語
辞
典
』

http
:/
/
w
w
w
.rinkan

.com
/
katakan

a.h
tm

「
官
庁
カ
タ
カ
ナ
語
」
一
覧

（
表
２
）
カ
タ
カ
ナ
語
の
理
解
度

【
ベ
ス
ト

】
順
位

外
来
語

語

義

理
解
率
（％
）

20
ス
ト
レ
ス
肉
体
的
、
精
神
的
な
緊
張
や
圧
迫

1

92.6

リ
サ
イ
ク
ル

廃
品
や
資
源
の
再
利
用
、
再
生

2

91.1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
発
的
に
奉
仕
活
動
を
す
る
人

3

90.8

テ
ー
マ
主
題
、
題
目

4

88.2

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

休
養
、
娯
楽
、
気
晴
ら
し

5

87.7

サ
ン
プ
ル

見
本
、
標
本
、
試
供
品

6

87.5

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

統
率
力
、
指
導
力

7

85.1

ス
タ
ッ
フ

職
員
、
幹
部

8

83.4

フ
ル
タ
イ
ム

常
勤
の
、
専
任
の

9

82.7

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
る
情
報
の
ペ
ー
ジ

10

82.6

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

選
挙
運
動
、
宣
伝
活
動

11

82.2

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
気
分
を
一
新
す
る

12

81.5

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

相
互
に
接
続
さ
れ
た
世
界
規
模
の
通
信
網

13

78.3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

計
画
、
企
画
、
開
発
事
業

14

78.2

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

文
書
、
記
録
、
証
書

15

77.9

ピ
ー
ク

最
高
潮
に
達
す
る
点
、
頂
点

16

77.4

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
実
行
、
功
績
、
公
演
、
人
前
で
の
表
現
行
為

17

76.2

ケ
ア

手
当
て
、
世
話
、
保
護
、
介
護

18

75.6

コ
ス
ト

値
段
、
費
用
、
原
価
、
経
費
、
生
産
費

19

74.8

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

事
務
系
労
働
者

20

73.3



【
ワ
ー
ス
ト

】
順
位

外
来
語

語

義

理
解
率
（
％
）

20

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

企
業
支
援
、
育
成

1

3.3

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

法
律
な
ど
の
施
行
・
執
行

2

3.4

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

企
業
連
合
体
、
共
同
企
業
体

3

4.1

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
特
定
任
務
の
た
め
に
編
成
さ
れ
た
部
隊

4

4.9

メ
セ
ナ

企
業
な
ど
に
よ
る
芸
術
や
科
学
の
擁
護
、
援
助

5

5.7

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

権
限
の
付
与

6

5.7

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

生
産
流
通
の
履
歴
を
管
理
し
追
跡
で
き
る
仕
組
み

7

6.1

リ
テ
ラ
シ
ー

読
み
書
き
の
能
力
、
識
字
率

8

6.3

ガ
バ
ナ
ン
ス
支
配
、
統
治
、
社
会
的
統
括

9

6.8

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
後
方
で
事
務
処
理
や
管
理
業
務
を
行
う
部
門

10

7.8

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

資
料
を
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
保
管
す
る
こ
と

11

9.0

ジ
ェ
ン
ダ
ー

社
会
、
文
化
面
の
性
差

12

10.0

ス
キ
ー
ム

公
的
な
計
画
、
枠
組
み

13

10.4

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

誘
因
、
刺
激
、
動
機

14

10.4

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

道
徳
的
危
険
、
道
徳
的
節
度
を
失
っ
た
行
動

15

10.5

モ
ラ
ト
リ
ア
ム

猶
予
、
債
務
の
返
済
期
日
を
延
期
す
る
こ
と

16

11.4

サ
マ
リ
ー

要
約
、
ま
と
め

17

11.6

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

健
常
者
と
障
害
者
と
が
隔
て
な
く
一
緒
に
暮
ら
す
社
会
に
す
る
こ
と

18

12.2

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

規
模
の
大
き
さ
に
伴
う
利
益

19

13.4

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

追
い
つ
く
、
遅
れ
を
取
り
戻
す

20

13.6

ロ
ー
マ
字
語

石
川
啄
木
『
ロ
ー
マ
字
日
記
』
〔
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
、
桑
原
武
夫
編
訳
・
岩
波
文
庫
刊
〕
袖
書
き
に
、
「
ロ
ー
マ
字
と
い

う
媒
体
ゆ
え
に
赤
裸
々
に
自
由
に
描
き
出
さ
れ
る
啄
木
の
自
己
．
困
苦
の
現
実
生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
甘
美
な
青
春
文
学

の
源
は
こ
こ
に
．
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

Haru rasi Hikage ga Mado no
Surigarasu wo atataka ni somete,Kaze
sae nakuba Ase de mo nagare so> na
Hi de atta. Itu mo kuru Kasihonya no
Oyadi, Te-no-hira de Hana wo
kosuriage nagara,“Hidoku huki masuna
>.”to itte haite kita.



二
種
類
の
ロ
ー
マ
字
表
記
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m
aji.h
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こ
と
ば
の
置
き
換
え

「写
真
機
」が
「
カ
メ
ラ
」

「
乗
合
自
動
車
」
が
「
バ
ス
」
→
「
Ｂ
Ｕ
Ｓ
」

「
乗
用
車
」
が
「
カ
ー
」

「
榮
業
乗
用
車
」
が
「
タ
ク
シ
ー
」→
「
Ｔ
Ａ
Ｘ
」

「
自
転
車
」
が
「
サ
イ
ク
ル
」
「
バ
イ
ク
」
→
「
け
っ
た
」

「
放
送
用
無
線
電
話
」が
「ラ
ジ
オ
」
「テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」
→
「
テ
レ
ビ
」
→
「
Ｔ
Ｖ
」

「機
関
車
」が
「デ
ィ
ゼ
ル
」

「電
子
計
算
機
」が
「コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

こ
と
ば
の
実
際
、
「
じ
」
の
つ
く
こ
と
ば

日
本
語
１

「
じ
み
ち
」
「
じ
み
」
「
じ
っ
と
し
て
い
る
」
「
じ
っ
と
見
る
」
「
じ
り
じ
り
し
て
い
る
」
「
じ
わ
じ
わ
動
く
」
「
汗
が
じ
っ
と
り
」

「
じ
め
じ
め
」
「
じ
ー
ん
と
感
じ
る
」
「
信
じ
る
」「
通
じ
る
」
「
捻
る
」
「
よ
じ
る
」
「い
じ
る
」
「
く
じ
る
」
「
そ
ら
ん
じ
る
」

「こ
じ
開
け
る
」
「
ま
じ
ま
じ
と
見
る
」
「
み
じ
め
」
「あ
じ
わ
う
」
「
に
じ
り
寄
る
」
「
に
じ
＝
虹
」
「ド
ジ
」
「
も
じ
も
じ
」

「
い
じ
け
る
」「
い
じ
ら
し
い
」
「
お
じ
け
づ
く
」
「か
じ
か
む
」
「
く
じ
け
る
」
「
た
じ
ろ
ぐ
」
「お
じ
い
さ
ん
」
「
じ
ろ
じ
ろ
見
る
」

「や
じ
ろ
べ
え
」
「
う
じ
む
し
」
「
な
め
く
じ
」
「
く
じ
ら
」

「
ジ
エ
ッ
ト
機
」
「
ジ
ェ
ラ
シ
ー
」

日
本
語
２

「
実
は
」
「
齧
る
」
「
挫
く
」

じ
つ

か
じ

く
じ

「
自
慢
」
「
文
字
」
「
事
件
」
「
類
似
」「
指
示
」「
炊
事
」
「
通
詞
」

じ

ま

ん

も

じ

じ

け

ん

る

い
じ

し

じ

す

い
じ

つ
う

じ

「
意
地
悪
」
「
い
じ
め
る
」
「
始
ま
る
」
「
同
じ
」
「
混
じ
る
」
「
舵
」

い

じ

わ

る

は
じ

か
じ

英
語
１

「Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＝
ジ
ャ
ッ
キ
＝
目
立
た
ぬ
よ
う
、
徐
々
に
事
が
行
わ
れ
る
」

「
Ｊ
Ａ
Ｍ
＝
ギ
ッ
シ
リ
詰
め
込
む
＝
徐
々
に
、
危
険
が
、
増
す
」

「
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
＝
宝
石
＝
徐
々
に
光
沢
が
現
わ
れ
る
」

「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
＝
小
鈴
の
音
＝
小
さ
な
音
の
継
続
」

「Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
＝
接
合
＝
個
体
の
静
か
な
継
続
」

「
Ｊ
Ｕ
Ｇ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
＝
手
品
＝
小
手
先
な
判
断
不
能
の
継
続
」

「
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
＝
公
正
な
＝
判
断
の
積
み
重
ね
」

英
語
２

「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
」
と
「
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
」
。
「
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
」と
「
Ｚ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
＝
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
」
。

「
Ｊ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
＝
Ｚ
Ｏ
＝
さ
ま
ざ
ま
な
区
域
」
「
Ｊ
Ａ
Ｇ
＝
Ｚ
Ａ
Ｇ
＝
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
」
。



「
Ｚ
Ｉ
Ｇ
Ｚ
Ａ
Ｇ
」と
「
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ａ
Ｗ
」。

漢
語
１

「
時
」
「
地
」「
次
」
「
治
」
「
児
」
「
持
」
「
自
」
「
餌
」
「
侍
」
「
而
」
「
耳
」

「
拾
」
「呪
」
「
寿
」
「
樹
」
「
需
」

「
充
」
「
重
」
「住
」
「
渋
」
「
絨
」

「
序
」
「
徐
」
「
助
」
「
女
」

「
情
」
「
常
」
「
錠
」
「
条
」
「
丞
」
「
浄
」
「
成
」
「
醸
」
「
茸
」
「
尚
」
「
譲
」
「
静
」

漢
語
２

「
膠
着
性
」
と
「
連
続
性
」
に
よ
る
合
成
語

「
慢
性
進
行
性
重
力
性
細
胞
肥
大
症
」

「
人
工
衛
星
建
設
整
備
工
場
」

「大
型
物
資
自
動
製
造
機
」

「
日
本
輸
出
品
陳
列
館
」
「
無
重
力
状
態
」「
電
気
掃
除
機
」

「
人
員
整
理
」
「
滞
空
時
間
」
「
集
団
農
場
」
「暗
示
療
法
」
「自
動
装
置
」
「
自
分
自
身
」
「
宇
宙
時
代
」
「
非
常
警
報
」

「
準
備
万
端
」「
女
帝
陛
下
」
「
神
田
明
神
」
「
意
志
薄
弱
」

「腹
話
術
」
「
地
球
上
」
「学
問
上
」
「
歴
史
上
」
「受
話
器
」
「
部
屋
中
」
「
野
球
場
」
「
誕
生
日
」
「磁
力
靴
」
「
従
業
員
」

「
群

青
色
」
「
御
慈
悲
」「
原
住
民
」
「
悪
条
件
」「
大
丈
夫
」
「
日
本
人
」

ぐ
ん
じ
よ
う
い
ろ

「
自
由
」「
順
番
」「
近
所
」「
劇
場
」
「天
井
」
「教
授
」
「住
民
」
「
住
居
」
「
群

青
」
「
嚴
重
」「
事
情
」「
事
態
」「
事
故
」
「訊
問
」

ぐ
ん
じ
よ
う

「
重
要
」「
重
力
」
「乗
船
」
「
時
間
」
「返
事
」
「
無
事
」
「
大
事
」
「
食
事
」
「一
陣
」
「
地
上
」
「
怪
獣
」
「
上
手
」
「
殉
教
」
「
非
情
」

「
心
情
」
「
人
情
」
「
確
実
」
「冗
談
」
「軍
人
」
「
現
実
」
「
状
態
」
「
人
物
」
「
次
男
」
「
上
陸
」
「
情
況
」

四
種
文
字
の
文
章

〈
用
例
そ
の
１
〉

○
偉
大
な
る
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
祖
国
愛
の
人
で
も
あ
る
内
村
鑑
三
は
「
二
つ
の
Ｊ
」
を
愛
す
と
言
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｕ

Ｓ
）
と
日
本
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
で
あ
る
。
戦
争
と
も
無
関
係
で
あ
る
。
〔
藤
原
正
彦
著
『
祖
国
と
は
国
語
』
の
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
よ

り
〕こ

こ
に
は
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
ロ
ー
マ
字
と
呼
ば
れ
る
文
字
が
用
い
ら
れ
、
一
つ
の
文
章
を
形
成
し
て
い
る
。

漢
字
表
記
の
「
偉
大
」
「
者
」
「
祖
国
愛
」
「
愛
」
「
日
本
」
「
戦
争
」
「
無
関
係
」
の
語
は
字
音
語
で
あ
る
。
漢
字
表
記
で
も
、
「
人
」

「
二
」
「
言
」
は
和
語
で
あ
り
、
固
有
名
詞
で
あ
る
「
内
村
鑑
三
」
は
混
種
語
で
あ
る
。
ひ
ら
が
な
表
記
の
「
な
る
」
「
で
あ
り
」
「
の
」
「
で

も
あ
る
」
「
は
」
「
を
」
「
す
と
」
「
っ
た
」
「
と
」
「で
あ
る
」
「
と
も
」
「で
あ
る
」
は
和
語
で
あ
り
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
「
キ
リ
ス
ト
」
は
外
来
語

で
あ
る
。
最
後
に
ロ
ー
マ
字
表
記
の
語
「Ｊ
」は
「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
」「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」の
ス
ペ
ル
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

［
課
題
］

こ
う
し
た
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
ロ
ー
マ
字
の
標
記
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
一
文
を
見
出
し
て
み
よ
う
。

〈
用
例
そ
の
２
〉

○
×
×
製
薬
の
Ｐ
Ｒ
を
手
伝
っ
た
り
、
住
ん
で
い
た
宝
塚
の
少
女
歌
劇
の
機
関
誌
を
手
伝
っ
た
り
、
民
放
が
開
局
し
た
当
時
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
試
験
を
う
け
て
み
た
り
、
桂
春
団
治
の
た
め
に
寄
席
の
ポ
ス
タ
ー
を
書
い
た
り
し
た
。
〔
『
手
塚
治
虫
ラ
ン
ド
』
「
ジ
キ

ル
博
士
と
マ
ン
ガ
氏
」

頁
上
⑩
～
⑭
・大
和
書
房
、
一
九
七
七
年
刊
〕

47

†
語
分
類
…
Ａ
字
音
漢
字
【
製
薬
】
【
少
女
歌
劇
】
【
機
関
誌
】
【
民
放
】
【
開
局
】
【
当
時
】
【
試
験
】
。
Ｂ
和
語
漢
字
【
手
伝
】
２
【
住
】

【
宝
塚
】
【
書
】
。
Ｃ
混
淆
漢
字
【
桂
春
団
治
】
【
寄
席
】
。
Ｄ
カ
タ
カ
ナ
字
【
ア
ナ
ン
サ
ー
】
【
ポ
ス
タ
ー
】
Ｅ
ひ
ら
が
な
字
【
の
】
５
【
っ
た



り
】
２
【
ん
で
い
た
】【
を
】
３
【
が
】
【
し
た
】
【
う
け
て
み
た
り
】
【の
た
め
に
】【
い
た
り
し
た
】

ロ
ー
マ
字
【

】
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